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えて、会員企業の皆様におかれましては、非正規労働者の正社員への登用や「年収の

壁」を意識せず働く環境を整備することをご検討する際にはキャリアアップ助成金を、従

業員へのリスキリングを支援することを検討する際には人材開発支援助成金をご活用いた

だけますので、従業員の雇用環境整備や育成に関するご相談も含め、ご活用いただきます

ようお願いいたします。

最後になりますが、町田労働基準協会並びに会員の皆様には、これらの取組にご理解、

ご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げるとともに、貴協会の益々の発展と会員

の皆様のご健勝を祈念申し上げ、着任のご挨拶とさせていただきます。

また、会員企業の皆様の魅力ある募集情報を、当所で実施している「まちだで働こ

う！」プロジェクトにより、就職活動を行っている皆様にスピーディに提供し、会員企業

の皆様の人材確保に努めて参ります。

着 任 の ご 挨 拶

湯 地 幹 彦

４月１日付け人事異動により町田公共職業安定所長に着任しました湯地（ユチ）と申し

ます。どうぞ宜しくお願いいたします。

また、どの業界におかれましても人手不足感が高い状況にあり、今後さらなる労働力人

口の減少が見込まれる中、より一層構造的な人材不足の拡大が予想されております。

そうした状況を鑑み、ハローワーク町田では会員企業の皆様に対して、人手不足解消に

向けた取組を強化するため魅力ある求人票作りのお手伝いや効果的なハローワークの活用

方法をご提案するなど積極的に取り組んでまいります。

町田公共職業安 定所

町田労働基準協会並びに会員の皆様には、日頃からハローワーク町田の業務運営につき

まして、ご理解・ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

現在の我が国の景気動向としては、一部足踏みも見られますが緩やかに回復傾向にあ

り、日経平均株価は４万円前後を推移し、企業収益および企業の業況判断は改善傾向にあ

ります。また、令和６年２月の有効求人倍率が1.76倍と20か月連続で1.5倍を超えて推移

していることや昨年10月に最低賃金の大幅な引き上げ等改善の動きが見られる状況にあり

ます。

一方で世界情勢の先行き懸念やそれに伴う物価上昇など経営環境はまだまだ厳しい状況

が続いていることも事実でございます。
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末筆になりますが、貴会の益々の御発展と会員の皆様の御健勝、御繁栄を心から祈念申し

上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

振り返りますと、着任当初はコロナ禍の収束が見えない中、ロシアによるウクライナへの侵攻

に伴い、急速に円安が進行し、エネルギーや食料品などの生活必需品の値上げが相次ぎま

した。

その後、感染者数が減少傾向となり、令和５年５月には新型コロナウイルス感染症の５類への

移行を機に社会・経済が活性化し始め、景気も緩やかに回復してきました。

さらに、平成３１年４月に施行された「働き方改革関連法」により時間外労働の上限規制や正

社員と非正規労働者との待遇差が禁止されたことや最低賃金の引き上げにより社会全体の賃

上げ機運が高まり徐々に働きやすい環境が整備されてきました。

そうした中でハローワーク町田では、「人材確保対策を最重点課題」として、人手不足分野や

成長分野への労働移動を推進する取り組みを行い、企業の人材の活性化と生産性の向上を

通じた賃金上昇と多様な働き方を実現するため求職者に対して能動的な就職支援やリスキリ

ングを活用したキャリアアップ支援を行ってまいりました。

また、会員企業の皆様に対しては、人手不足に対する相談として人材確保に向けた求人コン

サルティングにより紹介・充足の可能性を高める取り組みやキャリアアップ助成金等の活用勧

奨を積極的に取り組んでまいりました。

今後につきましても、より一層会員企業の皆様から信頼されるハローワークを目指してまいりま

すので、引き続きのお引き立てをよろしくお願い申し上げます。

令和４年４月１日に、ハローワーク町田に着任してからの２年間、皆様には多大なる御支援と

御協力を賜り無事に任期を全うできたこと、この場をお借りして改めて御礼申し上げます。

離 任 の 御 挨 拶

町 田 公 共 職 業 安 定 所

佐 々 木 暢

町田労働基準協会並びに会員の皆様には、日頃から職業安定行政の業務運営につきまし

て、御理解・御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

私事ではありますが、４月１日付け人事異動により神奈川労働局総務部総務課長に異動致

しました。
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次 長 涌 井 和 志 （ ワ ク イ カ ズ シ ）

ハ ロ ー ワ ー ク 町 田 の 職 員 異 動 に つ い て

令和６年４月１日付、東京労働局の人事異動により、町田公共職業安定所において幹部職員の

異動がありました。新たな体制は以下のとおりです。

所 長 湯 地 幹 彦 （ ユ チ ミ キ ヒ コ ）

庶 務 課 長 菅 原 一 （ ス ガ ハ ラ ハ ジ メ ）

雇用保険課長 村 尾 康 幸 （ムラオ ヤスユ キ ）

職業相談部門統括 田 頭 志 功 （ タ ガ シ ラ シ コ ウ ）

専門援助部門統括 木 下 勲 治 （ キ ノ シ タ ク ン ジ ）

所 長 佐 々 木 暢 （ 神 奈 川 労 働 局 総 務 課 ）

事 業 所 部 門 統 括 橋 本 貴 幸 （ハシモト タカユキ）

産 業 雇 用 情 報 官 藤 原 郁 子 （ フ ジ ワ ラ イ ク コ ）

雇 用 指 導 官 川 崎 浩 伸 （カワサキ ヒロノブ）

氏 名 前 の ◇ は 、 転 入 者 で す 。

転 出 者 は 以 下 の ５ 名 で す 。 （ ） 内 は 転 出 先 。

次 長 菅 沼 昭 彦 （ 東 京 労 働 局 雇 用 保 険 課 ）

専門援助部門統括 武 沼 理 佳 （ 大 森 公 共 職 業 安 定 所 ）

事 業 所 部 門 統 括 竹 内 隆 夫 （ 府 中 公 共 職 業 安 定 所 ）

産 業 雇 用 情 報 官 岡 松 隆 志 （ 品 川 公 共 職 業 安 定 所 ）


